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　北海道陸別（43.5N, 143.8E）において1995年より、南極昭和基地(69.0S, 39.6E)において、2007, 2011,

2016年の3年間、つくば（36.1N, 140.1E）において2018年6月より、それぞれBruker社製IFS-120M及び

IFS-125HR型FTIRによる太陽赤外線を光源に用いた大気微量成分の観測を行っている。本研究では、これらの

FTIRで得られた赤外分光スペクトルから、各種フロン類・代替フロン類の長期変動を解析した結果について報

告する。 

 

　今回特に注目したのは、フロン類のCFC-11, CFC-12、及び代替フロンのHCFC-22である。オゾン層を破壊

するフロン類及び代替フロンのうちのHCFCsは1987年のモントリオール議定書で生産と消費が規制さ

れ、徐々にHCFCやHFC、さらに自然冷媒への転換が進んできている。ところが、2018年に、アジアにおける

2011年以降のCFC-11の違法な生産を示唆する論文が発表された（Montzka et al., Nature, 2018）。これ

ら、CFCs, HCFCsは地上におけるガスクロマトグラフ・質量分析計による測定のほかに、赤外分光観測に

よって大気中の濃度の測定が可能である。我々は、1995年からの日本におけるFTIRの観測データか

ら、CFC-11, CFC-12, HCFC-22の高度分布と気柱全量の長期変動の様子を、SFIT4という解析ツールを用いて

解析した。Figure 1にHCFC-22の上空気柱全量の値の長期変動の様子を、Figure 2に地表から8 kmまでの積算

値の変動の様子を示す。気柱全量に見られる夏のピークは、対流圏界面高度の変動の結果と思われ、0～8

kmの積算値ではその変動がなくなっている様子を見てとることが出来る。このような、高度分布に関する情報

を地上から得ることが出来るのは、FTIR観測の特徴の一つである。発表では、CFC-11やCFC-12の解析例や粒

跡線解析の結果についても発表する。

 
フロン、代替フロン、FTIR

CFC, HCFC, FTIR

 

AAS04-P32 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - AAS04-P32 -



AAS04-P32 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - AAS04-P32 -


